
№ 発生年月日 災害の種類 災害の内容

１
宝永２年６月１２日
（西暦１７０５年）

水害
豪雨により白鳥山南斜面が大きく崩落し、境川がせ
き止められた。その後決壊し、塩出部落の民家を押
し流して３５人の死者をだした。

２
宝永４年１０月４日
（西暦１７０７年）

地震

宝永の東海地震（三連動）
富士山が噴火して宝永山ができた。（大地震）
また、白鳥山の東斜面が崩落し、富士川をせき止め
た。その後の決壊等により上長貫で２３人、内房橋
上で８人の死者をだした。

３
文政１１年６月
（西暦１８２８年）

水害 大洪水により神田川埋没。

４
嘉永４年６月
（西暦１８５１年）

風水害
大暴風雨により多数の家屋が流失し、農作物がほと
んど全滅した。

５
安政元年１１月４日
（西暦１８５４年）

地震

安政の東海地震
精進川村で被害が大きく、家屋の全壊１７０戸、半
壊１０６戸を数え、５人の死者をだした。
大宮町、富丘村でも家屋等に被害があった。
芝川地区でも、白鳥山の東斜面が崩落して富士川が
せき止められ、万沢付近まで浸水した。富士川も東
に移動し、周辺で６００人の死者をだしたと言われ
ている。

６
明治６年１０月
（西暦１８７３年）

風害
大風により上野大石寺と妙蓮寺の大木７５本が倒
木。

７
明治８年５月・初冬
（西暦１８７５年）

火災

初音町（現中央町西端）から出火して神田（現大宮
町）に移り、仲宿（現中央町）・連雀（現東町）を
焼き、三枚橋（現東町）で鎮火した。
同年初冬には立宿（現宝町）から出火し、寺地（現
西町）と田宿（現西町）を焼き、西新町（現宮町）
の大半が焼失した。

８
明治１７年２月
（西暦１８８４）

風水害 大暴風雨により岳麓一帯が大災害を受ける。

９
明治４０年７月１３日～１４日
（西暦１９０７年）

風水害

大暴風雨により芝川・飢渇川・神田川・潤井川が氾
濫し、富士郡で死者１９人をだした。
道路や橋の破損が多く、復旧工事に１１，９３５円
余を要した。

１０
明治４１年７月１５日～１６日
（西暦１９０８年）

風水害
富士郡下の河川が氾濫し、堤防の決壊、橋や家屋の
流失が多く、死者１１人、床上浸水６３９戸の被害
がでた。

１１
大正９年１月
（西暦１９２０年）

火災
初音町から出火し、神田・仲宿・南神田（現大宮
町）・緑町（現中央町）を焼失。

富士宮市の災害記録



１２
大正１２年９月１日
（西暦１９２３年）

大地震

関東大震災
富士郡下で死者２人、負傷者９人、家屋の全壊１７
戸、半壊８９戸の被害があったが、富士宮市では死
傷者はなかった。

１３
昭和７年４月２１日
（西暦１９３２年）

火災 大宮町大火

１４
昭和７年６月３日～４日
（西暦１９３２年）

風水害 詳細不明

１５
昭和７年１１月
（西暦１９３２年）

風水害 詳細不明

１６
昭和９年９月２０日～２１日
（西暦１９３４年）

風水害
室戸台風により橋梁流失、樹木の倒壊など被害甚
大。

１７
昭和９年１１月２日
（西暦１９３４年）

水害 各地の河川、２メートル内外増水。

１８
昭和１０年９月２４日～２５日
（西暦１９３５年）

水害
豪雨（３００ミリ以上）により各地で河川が増水
し、水害発生。

１９
昭和１３年６月２８日～
　　　　　　　　　　７月５日
（西暦１９３７年）

水害
台風の影響で８日間にわたり豪雨が続き、水害が起
こる。最高雨量６０５ミリ。

２０
昭和１５年３月２８日
（西暦１９３９年）

火災
北山村角木沢の林野１，０００ヘクタールが延焼。
市内は、３月１４日以降雨らしい雨もなく乾燥して
いた。

２１
昭和１６年５月４日
（西暦１９４０年）

水害
豪雨と富士山大沢の雪どけが重なり、大沢川から土
砂が流出して災害発生。潤井川の河床が１．８メー
トル上昇し、下流域の田畑大被害。

２２
昭和２０年１０月８日～１０日
（西暦１９４５年）

水害
阿久根台風により各地で河川が増水し、潤井川の堤
防決壊が１３０メートルに及ぶ。雨量４８０ミリ。

２３
昭和２４年１０月２７～２８日
（西暦１９４９年）

風水害

富士郡下では、住宅の全半壊１４戸、倒木５４本な
ど富士宮市を中心に風水害被害が多く、身延線、市
内の送電線はすべて不通となった。上井では大河原
の氾濫で７０戸が浸水、田畑１ヘクタール流失、３
０ヘクタールが冠水した。

２４
昭和２７年６月２３～２４日
（西暦１９５２年）

風水害

ダイナ台風により各地で河川の氾濫が続き、橋の流
失１３箇所、水路の欠壊や道路の流失３０箇所、家
屋の浸水千数百戸、田畑の被害１，０００町歩に及
び、星山地区に山崩れがあった。
内房地区の水田が大被害を受け、１１人の死者をだ
した。

２５
昭和２９年９月２５～２６日
（西暦１９５４年）

風水害
洞爺丸台風により電線・ケーブル等が浸水し、一部
地域で通信が途絶したほか、家屋・道路等にも被害
があった。

２６
昭和２９年１１月２８日
（西暦１９５４年）

風害
低気圧により１，５００戸の屋根瓦が飛散、家屋の
被害多大。



２７
昭和３０年８月３０～３１日
（西暦１９５５年）

水害
寒冷前線が急速に発達して大雨になり、家屋１５０
戸が浸水した。

２８
昭和３４年８月１２～１４日
（西暦１９５９年）

風水害
台風７号により瞬間最大風速４２メートルを記録
し、死者１人、負傷者１２人、家屋の全壊５３戸、
半壊及び破損は１，７００戸に及んだ。

２９
昭和３４年９月２６日
（西暦１９５９年）

風水害
伊勢湾台風により、家屋全壊５戸、半壊２３戸、床
下浸水２戸の被害があった。

３０
昭和３６年６月２３～２９日
（西暦１９６１年）

水害
３６・６豪雨により、山岳地方では５００～７００
ミリの雨量があり、精進川・芝川が決壊、上野地
区・上井出地区に多大の被害があった。

３１
昭和３７年８月２６日
（西暦１９６２年）

風水害
台風により、床上浸水３０戸、床下浸水３１戸の被
害があったほか、ケーブル浸水により電話線６３回
線が不通になった。

３２
昭和３８年７月２日
（西暦１９６３年）

水害 床下浸水１００戸。

３３
昭和３９年９月２５日
（西暦１９６４年）

風水害
台風２０号により、北山地区で家屋崩壊その他の被
害があった。

３４
昭和４１年９月２５日
（西暦１９６６年）

風水害

瞬間最大風速５０メートルを記録した台風２６号の
影響により、重軽傷者４１人、住家全壊６６戸、半
壊２５６戸、非住家全壊２８５戸、半壊２５７戸の
被害があった。一部破損は住家非住家を合わせると
２，０００戸にも達し、特に市街地の被害が大き
かった。
芝川地区では、住家全壊９戸、半壊３４戸、一部損
壊２００戸を数え、特に稗久保地先での被害が大き
かった。

３５
昭和４４年８月４～５日
（西暦１９６９年）

水害

台風７号により、市の西部北部に降雨量が多く、市
内の各地で河川が増水し、床上浸水１０戸、床下浸
水９９戸の被害があった。
また、道路、農作物の被害が甚大であった。

３６
昭和４７年４月～６月
（西暦１９７２年）

水害

富士山大沢源頭部の融雪による雪崩と降雨が相まっ
て、４月には約２０万立法メートルの土石流が潤井
川に流出し、大石寺付近、青木喜楽橋上流に堆積し
た。５月にはそれを超える量の土石流が潤井川沿線
を荒らし、土砂の堆積は大中里反田橋下流にまで達
した。さらに６月には、これまで潤井川に堆積して
いた土砂が田子の浦港にまで流入し、沿線住民に大
きな不安を与えた。

３７
昭和４７年７月１１～１２日
（西暦１９７２年）

水害

活発化した梅雨前線により、上井出地区で４００～
５００ミリの雨量があり、潤井川その他の河川が氾
濫した。堤防の決壊１７箇所、橋梁流失１１箇所、
田畑の冠水流出８．５６ヘクタール、床上床下浸水
３６３戸の被害があった。

３８
昭和４９年７月７～８日
（西暦１９７４年）

水害

台風８号（七夕台風）の集中豪雨により、時間雨量
３５ミリ、１日雨量５００ミリを記録する。床下浸
水１３戸、道路欠損等３４箇所、護岸決壊等２８箇
所、その他農作物に甚大な被害をもたらした。



３９
昭和４９年８月２４～２６日
（西暦１９７４年）

水害

台風１４号により、富士山岳地方に最高時間雨量６
０ミリ、総雨量８１４ミリという驚異的な雨量を記
録。床下浸水５戸、がけ崩れ２箇所、道路欠損３箇
所、田畑の冠水２ヘクタールの被害があった。

４０
昭和５１年９月１０日
（西暦１９７６年）

水害

台風１７号の大雨により、河川決壊が井之頭地区で
２箇所、麓地区で３箇所発生し、雌橋付近で３００
ミリの水道本管が破損した。また、用水路の決壊に
より、芝川町柚野と安居山で田畑が５ヘクタール冠
水した。
白糸では、水稲１１．５ヘクタール、畑２０ヘク
タールの被害があった。

４１
昭和５４年１０月１８～１９日
（西暦１９７９年）

風水害

台風２０号の大雨により、特に北部山麓地帯では１
時間に８８ミリ、市街地でも５０ミリの降雨を記録
した。この大雨により、潤井川、芝川をはじめ中小
河川が一斉に氾濫し、護岸・橋梁・道路等の決壊が
相次いだ。河川・水路・排水施設等はすべての機能
を失い、道路・田畑・宅地等を押し流して各所に大
きな被害をもたらしたほか、安居山でも土砂崩れが
発生し、身延線が不通になった。
また、旧芝川町役場護岸が流失し、大和橋、芝富橋
なども甚大な被害を受けた。

４２
昭和５７年７月３１日～
　　　　　　　　　　８月３日
（西暦１９８２年）

風水害

台風１０号により、７月３１日夜半から影響が出始
め、台風の接近に伴い８月１日から２日の早朝にか
けて強い雨が降り続いた。台風通過後一時天気は回
復したが、８月２日夜から３日にかけて低気圧の影
響により再び大雨が続き、総降水量は白糸で５２２
ミリを記録した。大中里アポロ生コン付近床下浸
水、芝川一部決壊、上野水之口バス停西側のヤシャ
ブ上水道建物流出等の被害があった。

４３
昭和５７年１１月３０日
（西暦１９８２年）

水害

未明に発達した低気圧が市内を通過して大雨にな
り、最高時間雨量が、北部山麓地帯で５４ミリ、市
街地で３８．５ミリを記録した。床上浸水３戸、床
下浸水３２戸、道路河川等の欠損５５箇所の被害が
あった。

４４
平成１０年１０月～
　　　　　　　平成１１年１月
（西暦１９９８年）

湧水災害

富士山に平年の数倍の雨が降ったことにより、富丘
地区を中心に市街地のいたるところで異常湧水が発
生した。畑、人家、道路等に被害があり、全国的に
も珍しいケースとしてマスコミにも大きく取り上げ
られた。
「富丘地区異常湧水対策本部」が設置された。

４５
平成１５年６月２１日
（西暦２００３年）

その他
（硫酸ピッチ）

大中里にある貸倉庫内で、不法投棄されていた「硫
酸ピッチ」約４,０００リットルが流出し、周辺の
４０世帯が避難する事態となった。当時、硫酸ピッ
チの不法投棄は全国で深刻な問題となっており、新
聞等に大きく取り上げられた。
対策本部を設置し２４時間の監視体制をとった。

４６
平成２１年８月１１日
（西暦２００９年）

地震

駿河湾沖地震
午前５時７分に、駿河湾沖を震源とするM６．５の
地震が発生し、富士宮市の震度は５強だった。
瓦、壁タイルの落下等建物被害が１６戸あり、人的
被害は１人（左足小指骨折）だった。
専門家は、東海地震との関連性はないとみている。



４７
平成２３年３月１１日
（西暦２０１１年）

大地震

東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）
午後２時４６分に、東北地方の太平洋沖を震源とす
るM９．０の地震が発生し、富士宮市の震度は４
だった。
市内には大きな被害はなかったが、各所で停電が発
生した。また、東北地方からの電力供給が困難に
なったことから、長期にわたり計画停電を実施する
こととなった。

４８
平成２３年３月１５日
（西暦２０１１年）

地震

静岡県東部地震
午後１０時３１分に、静岡県東部（内陸部）を震源
とするM６．４の地震が発生し、富士宮市の震度は
６強だった。
夜間ではあったが直ちに職員が参集し、午後１０時
４０分に災害対策本部を設置した。同時に避難所を
開設し、３８４人の避難者を受け入れた。死者はい
なかったが、３３人が軽傷を負い、大規模半壊１戸
を含む１，０００戸以上の建物に被害があった。
（最終的には１，１１９件のり災証明書を発行し
た。）
また、他の自治体からの応援職員、ボランティアに
よる瓦礫撤去作業を３月末まで実施した。

４９
平成２３年９月１９日～
　　　　　　　　　９月２１日
（西暦２０１１年）

水害

台風１５号による大雨（白糸地区で総雨量４２１ミ
リ）により、河川の増水による道路被害が各所で発
生したほか、国道４６９号線の「桜峠」にて土砂崩
れが発生し、上稲子地区が一時孤立した。

５０
平成２３年９月～
　　　　　　平成２４年３月
（西暦２０１１年）

湧水災害

潤井川東岸の富丘地区を中心に異常湧水が発生し
た。例年を大きく上回る雨量が地下に蓄積されてい
たことが原因と思われる。９月１６日に「富士宮市
異常湧水警戒本部」を設置し、職員が、観測、土の
う積み、排水等の作業に当たったほか、家庭用汲み
上げポンプの貸し出しも行った。
湧水のピークは１０月１５日で、基準観測井戸で１
１９．７７メートルの水位があったが、平成２４年
２月にはほぼ終息し、平成２４年３月３０日をもっ
て警戒本部を解散した。

５１
平成２５年１０月１５日～
　　　　　　　　　　　１６日
（西暦２０１３年）

風水害
台風２６号の大雨により、死者１人、負傷者１人、
倒木約３０本、停電家屋約２，９００戸（東電管
内）の被害があった。

５２
平成２６年２月８日
（西暦２０１４年）

大雪
大雪警報が発表され、山間部のみならず市街地でも
大雪となったが、甚大な被害には至らなかった。
※罹災証明発行件数：約３０件

５３
平成２６年２月１４日～１５日
（西暦２０１４年）

大雪

大雪警報の発表はなかったが、同年２月８日以上の
降雪となり、山間部では約１メートルの積雪を記録
した。
人的被害は、死者１人、重傷者２人、軽傷者数人で
あり、経済的損失も約７億８６００万円に上る甚大
な被害をもたらした。（※個人被害は除く）その他
にも、停電（約５００戸）や断水（約１００戸）等
の被害が発生したが、避難者はいなかった。
※罹災証明発行件数：約１２０件



５４
平成２６年１０月５日～６日
（西暦２０１４年）

風水害

台風１８号の大雨により、床下浸水４戸、雨漏り１
５戸、路肩崩壊４箇所、通行止め１１箇所、土砂流
出１２箇所、落橋２箇所、水道管破損２箇所、冠水
５箇所、土砂崩れ５箇所等の被害が発生したが、人
的被害はなかった。
土砂災害警戒区域を有する４４区に避難勧告を発令
した。

５５
平成２６年１０月１３日～
　　　　　　　　　　　１４日
（西暦２０１４年）

風水害

台風１９号の大雨により、建物被害１戸、倒木２本
の被害が発生したほか、内房地区と粟倉地区で土砂
が流出した。
災害警戒本部を設置し、土砂災害警戒区域を有する
４４区と、台風１８号の影響により土砂災害の恐れ
がある上羽鮒区に避難勧告を発令した。


